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＜連絡事項＞

· 8/23、24、医療機能評価受審日。

· 8/23、24、ソーシャルワーカーの学生が見学予定。（担当：小笠原）

· 8/29～9/4、ローテーション研修あり。出川梢（認定心理士・東病棟配属）
· 8/31、作業療法学生1名（大橋幹作）通所見学予定。
· 9/1･2、当直医変更あり。（千葉良Dr→　窪田Dr）
· 本日青陽館の窓開放時、スズメ蜂が入ってくる事が頻回にあり、窓は閉めて対応している。又、メンバーへも蜂侵入の危険を説明。
＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～今週で娘様の夏休みが終わり、来週からデイケアを定時まで使えると話されて
　　　　　　　　いる。1度朝食後薬を服用忘れる事あり、「死にたいと思った」と話されるが、
　　　　　　　　服用をしていればそのように思う事は無いとの事。
　　　　　　　　自宅の掃除は何度か行う事出来ており、今後は自分で掃除を行った後に青明舎へ
　　　　　　　　連絡すれば、自宅の点検に来る事になったと話される。

· 晴山　美智子様～間食として煎餅2～3枚と缶ジュース１本を摂取するとの事。主治医より糖分は
　　　　　　　　控えるよう指導ある。本日体重測定し100kg。

· 本多　富美様　～早朝覚醒がある為、長時間持続する眠剤への変更を希望。平均して21時半の
　　　　　　　　就床だが、疲労時には19時には就床しているとの事。主治医より、睡眠時間は
　　　　　　　　確保出来ている為、変薬せずに様子を見る事説明。
　　　　　　　　気分は安定しており、両親との関係も良好に保つ事が出来ていると話される。

＜利用者様情報＞

· 袴田　隆裕様～昼食後、寒気と嘔吐したと報告あり、顔色不良。昨夕から嘔吐あり、夜間は咳き
　　　　　　　込んでしまい睡眠が取る事が出来なかったとの事。体温測定し37.0℃あり、不調
　　　　　　　著しいとの事で、内科受診促し早めに帰宅して頂いている。
　　　　　　　来所時に就労の為の主治医意見書を持参。「どうしたらいいですか？」と話される
　　　　　　　為、明後日の受診時に自分で主治医へと依頼するように説明し、用紙を持ち帰って
　　　　　　　頂いている。

· 井畑　光湖様～10:30頃頭痛訴えあり。バイタル測定し、
　　　　　　　血圧84/62mmHg　脈拍66回/分　体温36.2℃
　　　　　　　と、やや血圧低め。午前は休んで様子を見て頂いている。
　　　　　　　昼食摂取時には、生活指導室で一人過ごしており、声掛けに「食欲がないから食事
　　　　　　　はいりません。」と話される。摂取できる分だけでも摂取するように説明すると、
　　　　　　　一通り盛り付け、全量摂取する事ができている。
　　　　　　　⇒　室温が高い為、適度な水分摂取を促していくが、過剰摂取となる事のないよう
　　　　　　　　　に摂取量を確認していく。
　　　　　　　　　食欲不振時にも、少量でも食べられる物から摂取するように説明する。


· 今野　容子様～土曜日に八戸赤十字病院を退院したとの事で、本日から通所再開している。又、
　　　　　　　退院に伴い、金銭と内服薬をスタッフ管理へ変更となったと情報あり（青風荘）。
　　　　　　　金銭管理について　⇒他者に金銭を渡して、買物を依頼し間食などを行っていた為
　　　　　　　服薬管理について　⇒薬包無いへの残薬が多く確認された為
　　　　　　　本日の通所状況
　　　　　　　運動などへ積極的に参加されており、疲労感の訴えは聞かれない。又、他者から
　　　　　　　何度も同じ事を話し掛けられても、イライラした様子は見られない。
　　　　　　　⇒　退院後も食事形態を変えていないが、今後の食事内容について青風荘と検討
　　　　　　　　　していく。

· 五日市　公様～昼食後薬服用後すぐに、「まだ食後薬を飲んでいない」と訴えてこられる事あり。
　　　　　　　服用後の薬包を確認して頂くことで、服用している事を確認して頂き納得されて
　　　　　　　いる。
　

· 村井　節子様～今朝腰痛の為欠席すると連絡を受けている為、通所を見学・利用する話をしていた
　　　　　　　件を確認。「今週の外来受診の後に行けるようであれば行きます。」と話される。
　　　　　　　⇒・数ヶ月間デイケア利用する事が困難な状態であり、見学程度での利用を本人ヘ
　　　　　　　　　数回勧めているが拒否的。
　　　　　　　　・現在、デイケアを欠席している事に引け目を感じて日中の活動範囲を広げる
　　　　　　　　　ことが出来ないと本人から話が聞かれていた件も含めて、主治医と今後の方針
　　　　　　　　　について検討する。










